
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・東京ベーシックド
リル診断テストにお
けるC及びD層を
10％削減させる。

C B B

　区学力調査にあっては区平均を４
～14％上回る。診断テスト3年４月
CD層25％、7月28％、６年4月CD
層42％、7月64％となり未達成。
４・５年生の学習カルテは活用中で
ある。

B B

　区学力調査の結果からは他校
と比較し学力差のばらつきが小
さいが、CD層の底上げには課題
が残る。

B

・基礎基本においては繰り返し
の学習により定着を図っていく
ことが大事である。
・問題の意味や内容を理解でき
ていないことに起因する課題に
ついては、指導法を工夫して
いってほしい。

・基礎基本の定着に向けて繰
り返し学習を積み重ねる。
・答えを出すだけではなく、
仕組みを理解する、決まりや
法則を見つける等の考え方を
表現する学習をすすめる。

・主体的、協働的な
学びにかかわる児童
意識調査の数値を向
上させる。
・中間層における活
用問題の正答率を
70％以上にする。

C B B

・主体的な学びに関する質問紙で
は、肯定的な意見がR６が87.8％で
あり、R7が83.7％であり▲4.1％と
なっている。協働的な学びに関して
は、R6が90.9％、R7が90.3％と
なり▲0.6％となっている。
・記述問題における正答率の平均は
45.8％となり、課題が顕著となっ
た。

B B

　主体的、協働的な学びについ
ては、校内研究での成果を他教
科に広げていくことが課題であ
る。肯定的な意見に甘んじるこ
となく、児童が自己の学習課題
を見出し、主体的に学習課題の
解決に取り組んでいけるように
改善を進めていく。

B

　学習の意欲は、学習が分かる
ことや出来ることの実感に伴う
ところが大きい。そのため、児
童個々が学習の成果を実感でき
るようにしていくことが重要で
ある。

・一人ひとりの実態に即した
教材を用意したり、デジタル
教材を活用したりして、どの
児童にも「分かる」授業を展
開する。
・自分の考えを友達に伝えた
り整理してまとめる時間を授
業内で確保する。

・よむYOMUワークシート
の活用
・教科担任制の実施

・4年生15回、5・
6年生30回のワーク
シートに取り組み読
解力を育む。
・教材研究、授業改
善を進める。

B B B

・定期的に朝の時間を活用し、
よむYOMUワークシート（新聞
記事の読み取り）に取り組むこ
とができている。
・教科担任制を高学年の社会
科・理科で実施し教材研究の時
間が確保できている。

B B

　日頃の学習のすすめ方におい
ても、他者の意見をよく聞く態
度を身につけていけるように一
貫した指導を行っていく。聞
く、考える、表現することを基
盤とし、主体的、対話的、深い
学びの実現を図る。

B

　読み物を通して社会情勢につ
いて理解を深めることは意義を
感じる。そのための読解力は必
須であり、興味関心を高めなが
ら読解力の高めていくことは

　時事的な文章や社会問
題に触れた文章を読む機
会を増やし、文章を読ん
で自分の考えをもった
り、図表と文章を結び付
けて読解したりする力の
向上を目指す。

・朝読書における探究的な
学習（調べ学習)を進める。
・読書科、総合的な学習の
時間を基に図書資料を活用
した探究的な学習を進め
る。

・読書科ノートを活
用した探究的な学習
を行う。
・年間３回の学校公
開の中で、読書科の
授業公開を全学級で
行う。

B B B

・読書科における探究的活動を
計画的に授業観察時や調べるコ
ンクールへの参加などで実施で
きている。
・学校公開時における、読書科
授業の公開を計画的に実施でき
ている。

B B

　読書に取り組む機会を意図
的、計画的に推進することで図
書を活用した探究的な学びを充
実させていく。そのために読書
科ノートの活用や学校公開にお
ける授業公開を継続する。

B

　読書に触れる機会を引き続き
計画的に設定していくことが大
切である。朝読書の時間など
しっかり確保し習慣化していく
ことが大切である。

・朝読書の時間を定期的に確
保する。
・教員の読み聞かせや保護者
の読み聞かせを通して、様々
な本に触れられる機会をつく
り、読書の幅を広げる。
・本を使って調べ学習を行
い、学んだことをまとめ、表
現する学習に取り組む。

・始業前15分間を活用し
た全校運動遊び

・年間35回以上の
機会を設定し、多様
な形式で数多くの運
動遊びを経験させ
る。

A A A

　児童の主体的な活動として実
施できており、東京都小学校体
育研究会における実証授業にお
いても、その成果を発表でき
た。

A A

　児童が主体的に遊びを考え楽
しみながら取り組むことができ
ている状況を継続させること
で、運動習慣の確立につなげて
いく。

A

　授業改善が着実に進められ体
力の向上として結果が表れてい
ること、体育科に取り組む子供
たちの意識が確実に向上してい
ることに感謝する。

　体育学習を児童自らが
デザインした学習過程の
中で楽しさや喜びをエネ
ルギーにして学んでいけ
るものにする。

・ストレッチタイムの設定 ・毎日3時間目開始
前に全校で一斉に行
う。 A A A

　内容を学期ごとに変えるな
ど、児童の意欲を喚起しつつ継
続できている。 A A

　児童の実態を見極め、必要な
取り組みを意図的、計画的に行
い体力向上の基盤としていく。 A

　3年間の取組が確実に実を結
んできている、来年度以降も船
堀小の伝統として継続していか
れることを期待する。

　習慣化できている朝の
運動遊びやストレッチを
継続し、体力向上の基盤
とする。

・学期に2回のなわ跳び週
間の設定

意識調査において、
休み時間にすすんで
外遊びをしていると
の回答を80％以上
にする。

A A A

　曜日ごとに運営担当を設定
し、計画的に実施することがで
きている。休み時間にすすんで
外遊びをしているかとのアン
ケート（前期）では81.1%が
YESと回答している。

A A

　目的意識をもち、主体的及び
協働的に取り組める活動を設定
し、計画的に進めることで児童
の体力向上を図る。 A

　運動が苦手な子も全体で取り
組む中で、運動の楽しさを味わ
えるような取組であってほし
い。配慮をもって継続してほし
い。

　目的意識をもち主体的
に取り組める体育的活動
を設定し、外遊びへの意
欲、関心を向上させる。

・特別支援学級と通常学級
の交流学習・教員研修

・国語、算数の交流
学習を行う。
・特別支援全体研
修、特別支援授業交
流研修を年間1人2
回実施する。

A A A

・年間を通して交流学習を行う
ことができている。
・特別支援授業交換研修及び交
換授業においては、10月～11
月期間中に計画的に実施し、児
童の実態に配慮した授業力の育
成につながっている。

A A

　特別支援学級の併設校として
の利点を生かし、交流学習や交
換授業、教員研修を計画的に推
進し、個々の実態に即した学習
を提供できるように取り組みを
強化していく。

A

　共生社会の実現に向けて、大
変意義のある交流であり取り組
みであると感じる。互いに理解
し合える取組となるように配慮
をお願いする。

　特別支援学級と通常学
級との交流及び交換授業
や教員研修を行う中で、
個別最適な学びへの授業
実践につなげる。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

　日頃から個々の児童に対応し
た学習が行われていることに感
謝する。共生社会の実現に向け
て相互理科は欠くことができな
い資質であり、本校の取組には
大いに価値を感じる。

　話をよく聞けること、相手の
意見を受け止められることが大
切であり、このことが思考力や
判断力に大きく関係しているた
め、このことを踏まえた指導を
お願いしたい。

〇読書科の更なる充実 　図書ボランティアや教員によ
る読み聞かせなど定期的に行わ
れていることも評価に値する。
引き続き読解力を高める指導の
工夫が行われることを期待す
る。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

体
力
向
上

〇個に応じた体力向上
のための取り組みの実
施・充実

　３年間の継続が確かな力と
なっている。文部科学大臣賞を
受賞したことも大きく評価でき
る。

　継続していることが結果とし
て表れている、児童の意識を高
めながら引き続き体力向上の取
組として欲しい。

　体育科の学習や始業前の運動
遊び、ストレッチタイム、なわ
跳びなどの取り組みが、児童の
体力向上ぬ向けた意欲につな
がっていると思われる。

学
力
向
上

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

・区学力調査の実施と分析
による個々の学習状況の把
握し、個別の学習カルテを
作成し、学習のつまずきの
解消に活用する。
・算数科においては習熟度
別の課題に取り組み、中間
層の底上げにつなげる。
・一人一台端末を活用した
個別最適な学習・協働的な
学習を進める。

　相対的に見れば学力のばらつ
きも小さく低下していないこと
もわかる。引き続き下位層の底
上げに向けて力を注いでほし
い。

　対象児童が昨年とは異なるこ
とから、肯定的な意見における
割合の減少からは学校の組織的
な対応に原因は感じない。ほぼ9
割の児童が肯定的にとらえてい
るため、この水準を維持してい
かれることを期待する。

令和７年度　江戸川区立船堀学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

○よく考え　すすんで学ぶ子
○さいごまでやりぬく子
○思いやりのある　心豊かな子
○たくましく　じょうぶな子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

○子供が学びを通し、互いにかかわり合いながら思いを伝え合う学校
○子供や保護者、地域の思いに寄り添った導きのできる学校
○教職員が目標を共有し、互いの思いを伝え合い、新たな教育の創造ができうる学校
○美しい学校（校内環境、言語環境の整った美しい学校）

前年度までの本校の
現状

全国学力調査及び全国体力調査において、国や都の平均を全て上回ることができた。体育科での校
内研究を中心に進めた授業改善が他教科へも波及し指導観の変換が図れてきている。引き続き「個
別最適な学び・協働的な学び」を推進していく。また、体育科の授業改善及び運動習慣の確率によ
り、体力の向上に大きな成果が見られた。引き続き本成果を維持させていく。

学力向上において、A層とB層とにおいて、算数科の活用力に格差が生じた。習熟度別においては、それぞれの実態に応じた指
導を行うと共に「思考力・判断力・表現力」の向上をねらい、考えを説明する場や他者と協働して課題を解決すしていく場を
意図的に組み入れる。体力の向上にあっては、ストレッチタイムの改善を図りマンネリ化を防止するとともに、船スポタイム
及び体育科の学習の充実を図る。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント



・船堀ガーデンでの活動 ・全校児童による花
壇の維持運営を保護
者ボランティアと共
に行い、地域と一体
となり進める。

A A A

　船堀ガーデンエンジェルズに
よる夏季休期間中の活動や理科
栽培委員会を中心とした活動、
ボランティア児童による休み時
間の活動などがすすむと共に学
校ボランティアと連携して行え
ている。

A A

　児童が協力して植物を育てる
ことを通して、生命の尊さを実
感し、豊かな心を育んでいける
ように、活動の機会を確保し意
図的、計画的に船堀小ガーデン
や校内の花壇を活用していく。

A

　船堀小ガーデンを見ると和や
かな気持ちになる。学校ボラン
ティアとの連携も意義を感じ
る。校内の花壇においても子供
たちの自主的な取り組みを喚起
させ充実させていってほしい。

　船堀小ガーデンや校内
の花壇において植物を育
てる活動を通して豊かな
心の育成を図ると共に地
域と連携した活動を通し
てボランティアマインド
の育成を図る。

・異学年交流「なかよし班
活動」

・音楽、図工、家
庭、体育の学習にお
いて交流を行う。
・各種行事において
共同学習を行う。

A A A

・大塚ろう学校児童との交流学
習、及び鹿本学園との文書交流
を行っている。
・なかよし活動及びなかよし班
フェスタ等によるい学年交流を
計画的に実施している。

A A

　大塚ろう学校や鹿本学園との
交流や、体験入学の機会を通し
て多様な価値観に触れる中で相
互理解を深められるように活動
を継続していく。

A

　様々な体験をとして学ぶこと
で理解も深まる。引き続き大塚
ろう学校や鹿本学園等との交流
を大事にしていってほしい。

　大塚ろう学校、鹿本学
園との交流、体験入学の
児童との学習を通して、
多様な価値観を理解し、
相互理解につなげていけ
るようにする。

・自尊感情を大切にした生
活指導
・道徳学習の充実

・児童が集団に対し
て貢献できる場を設
定し、自己有用感を
育てる。
・全学級道徳授業公
開を行う。

B B B

・各学級での係活動や運動会で
の係活動など、児童が責任をも
てって行える活動を意図的に設
定し実施してきている。
・2月14日（土）に道徳授業地
区公開講座を予定している。

A A

　係活動や委員会活動など、児
童が主体的に責任をもってやり
遂げられる活動を保証しなが
ら、自己有用感を高められるよ
うに支援を強化していく。

A

　自分の役割に責任をもち進ん
で行っていく経験は、子供たち
の自立に向けて欠かせないもの
である。うまくいかないことが
あっても、しっかりやり遂げら
れるような支援をお願いする。

　集団の中で個々に役割
をもち、責任を果たす経
験を通して、自己有用感
を高められるような係活
動や委員会活動等に取り
組めるようにする。

・L-GATEにより児童の実
態把握をすすめ、適時的な
指導の推進

・年に1回校内でL-
GATE研修会を実施

C B C

・LGATEを活用し、毎日の振り
返りを児童の変化を早期に捉え
た指導を行っているが、気づけ
ない事案もあった。

C C

　児童に真摯に向き合い、日頃
の児童の様子から変化を捉えら
れるように学級経営を中心に対
応していく。

C

　不登校やいじめの防止は学校
における喫緊の課題と考える。
関係機関と連携し、確実にかつ
丁寧にすすめてほしい。

　児童との信頼関係の構
築を基盤とし、LGATE
を用いながら児童の変化
を捉え対応していく。

・スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワー
カーとの連携強化
・ひまわりルームの運用

・不登校児童とのＳ
Ｃ、ＳＳＷ連携率
100％
・指導記録をもとに
問題解決につなげ
る。
・学期に1回の不登
校対策委員会を実施

A A A

・適時不登校児童の対応につい
てSC、SSWと連携し実施できて
いる。
・心理士及び特別支援コーディ
ネーター等にによる児童観察を
通して校内で情報を共有し適時
対応を行うことができている。

A A

・不登校対応として引き続きス
テップサポーターの登校支援や
SCやSSWとの連携を行ってい
く。
・不登校対策委員を中心に組織
的な対応を継続するとともに、
心理士等の専門家の助言を受け
ながら、個々の実態に即した支
援を行っていく。

A

・学校だけでは対応が困難であ
ることであり、保護者との連携
を含めSCやSSW等の関係機関
と適時、情報を共有し丁寧にす
すめてほしい。
・学校だけが子供の居場所では
ないので、どこともつながりの
もてないことにならないように
対応していってほしい。

　SC、SSW、ステップ
サポーター、校内別室指
導支援員等との連携を図
りながら、不登校対策委
員を中心に組織的に対応
を図り、不登校の解消を
目指す。
　児童が安心して過ごせ
る場としての「ひまわり
ルーム」の運用を継続す
る。

・学校ホームページの更新 ・毎日更新を行う
（年間２００件の記
事を掲載する。） A A A

　1２月３日現在、1３０件の掲
載となっており、達成率6５％で
ある。 A A

　ホームページの定期的な更新
と共に、より多くの保護者、地
域の方に閲覧してもらえるよう
に対策していく。

A

　ホームページの情報をより効
果的に保護者や地域が閲覧でき
るように、学校だよりにQRコー
ドを示すなどの工夫する必要が
ある。

　教育実践の様子をホー
ムページに定期的に掲載
し、保護者や地域との連
携をすすめ、開かれた学
校を推進する。

・月１回の定時退勤日の設
定

・全教職員の月残業
時間４5時間以下

A A A

　４月～11月における残業時間
において、４５時間を下回るこ
とができている。

A A

　校務分掌を適切に割り振ると
共に見通しをもった学校運営を
行う中で、外部人材の活用を図
りながら残業時間の減少につな
げる。

A

　教員のなり手不足が顕著に
なっている現状において、残業
時間の問題は大きな要因にも
なっている。実効性のある改革
をすすめてほしい。時間外勤務
時間の時間数にのみとらわれる
ことのないようにしてほしい。

　校務分掌を適切に割り振
り、見通しをもった運営を行
うと共に、スクールサポート
スタッフや学年アシスタント
の活用をすすめる。

・ALT以外のネイティブス
ピーカーと英語を通してコ
ミュニケーションを取る。

・全学級において3
学期に実施する。

A A A

　全学級において2月２日にイン
グリッシュキャラバンを実施
し、ネイティブスピーカーとの
交流を行う。

A A

　外国語学習の充実に加え、学
級の成果を発揮できる場を設定
し、外国語への関心や意欲を高
めていく。

A

　学習の意義を実感できる体験
的な学習には意義を感じる。引
き続き継続されることを期待す
る。

　外国語学習の充実と外
国語を活用する機会を創
生し、外国語への関心や
意欲の向上を図る。

　学校関係者評価や各種
アンケートを分析し、よ
りよい学校運営につなげ
ていく。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇働き方改革の推進 　持ち帰り残業等の隠れ残業が
ないようにしてほしい。業務量
が変わらないのに、残業量を下
げるのは無理があると感じるた
め、目標値だけが独り歩きしな
いように注意してほしい。

○イングリッシュキャ
ラバンの実施

　学習の成果を発揮する良い機
会であると共に生きた英語に触
られることで、英語への関心が
高まると考える。

A

　アンケートの結果を適切に学
校運営の一助にしていって欲し
い。 A

　年間２回の児童アンケート及
び学校関係者評価の結果を分析
し学校運営の改善jにつなげてい
く。

A

　前後期の児童アンケート、学
校関係者評価については、開か
れた学校を実践するにあたり、
欠かせないことであり、しっか
り活用してほしい。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校

の
実
現

〇学校（園）ホーム
ページの充実等

　ホームページを見てもらえる
工夫が必要である。学校からの
配布物にホームページに誘導す
るQRコードを載せる等の工夫が
ほしい。

〇学校関係者評価の充
実

　11月末にアンケート実施し結
果を２月14日の評議委員会にて
報告を予定する。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇豊かな心の育成 　個々に責任をもち役割を果た
し、やり遂げる経験や他者から
認めたれることは自己有用感を
高めることになる。引き続き意
図的にすすめてほしい。

〇L-GATEの活用 ・一つのデータだけでは変化を
図ることができない。意識を高
め、日々の児童の様子から把握
していくことが大切である。

〇教育相談の強化 ・ステップサポーターの活用も
児童の登校支援につながってい
る。関係機関との連携をきゅお
かし、不登校の解消やどことも
つながりが持てない児童を出さ
ないように配慮していく必要が
ある。
・過保護が不登校の要因になっ
ているものもある。専門機関と
連携しすすめてほしい。

・児童、保護者、地域、教
職員へのアンケート調査の
実施

・アンケート結果を
分析し1学期の評議
委員会で報告する。
・2学期に実施す
る。

A A A

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ボランティアマイン
ドの育成

　学校ボランティアが花壇の手
入れをしているのをよく見かけ
る。きれいな花壇は外から見て
いても学校への好印象となって
いる。引き続き連携しボラン
ティアの意識を高めていって欲
しい。

〇副籍交流、交流及び
共同学習の実施充実

　副籍交流及びなかよし班によ
る異学年の交流が計画的に進め
られていることは評価に値す
る。相互理解をすすめ、尊重し
合える関係構築につなげていっ
て欲しい。


